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窓
口
業
務
縮
小
1
年
延
期

日吉台支所

大
津
市
の
市
民
セ
ン
タ
ー
改
革
問
題
で
、
同
市
は
来
年
4
月
に
予
定
し
て
い
た
日
吉

台
な
ど
市
内
支
所
の
窓
口
業
務
の
縮
小
、
時
間
短
縮
案
を
、
1
年
間
延
期
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
延
期
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
吉
台
支
所
の
窓
口
は
、
20

年
度
い
っ
ぱ
い
従
来
ど
お
り
の
業
務
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
支
所
機
能
縮
小
案
は
、

今
年
２
月
、
市
が
「
市
民
セ

ン
タ
ー
機
能
等
あ
り
方
実
施

案
」
で
公
表
し
て
い
た
。
市

は
、
支
所
の
扱
い
に
つ
い
て
、

あ
り
方
実
施
案
を
示
す
前
の

素
案
段
階
で
は
、
市
内
36
支

所
を
拠
点
の
10
支
所
に
統
合
、

集
約
す
る
方
針
を
示
し
て
い

た
。
素
案
に
検
討
を
加
え
た

実
施
案
で
は
、
全
て
の
支
所

を
残
し
、
市
職
員
も
配
置
、

支
所
の
統
合
、
集
約
案
を
撤

回
し
た
が
、
窓
口
は
、
取
り

扱
い
業
務
を
縮
小
さ
せ
、
取

り
扱
い
窓
口
時
間
も
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
短
縮

す
る
と
し
て
い
た
。

こ
の
窓
口
業
務
の
短
縮
案

に
つ
い
て
も
対
象
支
所
を
持

つ
住
民
か
ら
反
発
の
声
が
あ

が
り
、
住
民
説
明
会
や
市
自

治
連
合
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
意
見

交
換
会
な
ど
で
の
住
民
の
意

見
や
市
自
治
連
合
会
か
ら
の

継
続
協
議
の
申
し
入
れ
な
ど

も
あ
っ
て
市
は
、
「
協
議
す

る
時
間
を
設
け
る
た
め
１
年

間
実
施
を
延
期
し
た
」
と
今

回
の
延
期
方
針
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
は
市
民
セ
ン
タ
ー

機
能
の
う
ち
、
公
民
館
機
能

に
つ
い
て
も
36
か
所
の
公
民

館
を
来
年
4
月
か
ら
す
べ
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化

す
る
関
連
条
例
化
案
を
市
議

会
と
の
協
議
の
結
果
、
一
時

棚
上
げ
し
て
い
る
。

大
津
市
福
祉
こ
ど
も
部
幼

児
政
策
課
か
ら
学
区
教
育
を

語
る
会
（
中
野
義
勝
会
長
）

に
入
っ
た
連
絡
に
よ
る
と
、

日
吉
台
幼
稚
園
跡
地
に
開
設

さ
れ
る
認
定
こ
ど
も
園
事
業

者
公
募
で
、
開
設
を
希
望
す

る
事
業
者
、
２
法
人
の
応
募

が
あ
っ
た
。
平
成
29
年
秋
の

1
回
目
の
事
業
者
公
募
の
さ

い
に
は
、
名
乗
り
を
あ
げ
る

事
業
者
が
な
く
開
設
が
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
条
件
を
変
え
て

実
施
さ
れ
た
２
回
目
公
募
で
、

応
札
が
あ
っ
た
こ
と
で
日
吉

台
学
区
の
認
定
こ
ど
も
園
設

置
問
題
は
、
実
現
に
向
け
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

２
回
目
の
事
業
者
公
募
は
、

７
月
１
日
か
ら
９
月
20
日
に

か
け
て
実
施
。
1
回
目
で
応

募
が
な
か
っ
た
こ
と
で
市
は
、

日
吉
台
幼
稚
園
園
舎
を
市
費

で
解
体
、
敷
地
を
更
地
に
し

て
設
置
事
業
者
に
賃
貸
す
る

方
式
に
条
件
を
変
更
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
法
人
に
よ
る

応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
。

同
市
は
、
２
法
人
に
対
し

書
類
審
査
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
年
内
に
事
業
者
を
決

定
す
る
予
定
。
日
吉
台
幼
稚

園
園
舎
解
体
工
事
も
年
内
に

終
了
、
開
設
事
業
者
と
大
津

市
に
よ
る
公
私
連
携
協
定
を

締
結
の
う
え
、
来
夏
事
業
者

に
よ
る
園
舎
建
設
工
事
開
始
、

令
和
３
年
４
月
、
こ
ど
も
園

開
設
の
運
び
と
な
る
。

三
重
県
・
津
市
自
治
会
連

合
会
津
支
部
一
行
が
10
月
16

日
、
日
吉
台
を
訪
問
、
日
吉

台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
日
吉

台
学
区
が
行
な
う
学
区
の
空

き
家
対
策
事
業
と
学
区
自
治

連
合
会
活
動
事
業
を
視
察
、

研
修
を
行
な
っ
た
。

同
自
治
会
連
合
会
津
支
部

の
一
行
は
、
同
自
治
会
連
合

会
の
生
川
介
彦
会
長
ほ
か
、

随
行
の
津
市
職
員
含
め
18
人
。

市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、

濱
崎
博
・
学
区
空
き
家
対
策

委
事
務
局
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
「
日
吉
台
の

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

空
き
家
対
策
を
進
め
、
ず
っ

と
、
も
っ
と
住
み
よ
い
日
吉

台
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
」

と
日
吉
台
が
独
自
に
行
う
空

き
家
対
策
事
業
と
学
区
自
治

連
合
会
の
自
治
会
活
動
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
、
参
加
者

ら
は
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
耳
を
傾
け
、
丸
山
郁
夫
・

日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会
長

ら
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

日
吉
台
小
学
校
卒
業
生
の

県
知
事
、
三
日
月
大
造
さ
ん

を
招
い
た
日
吉
台
小
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
、

「
よ
う
こ
そ
先
輩
」
～
三
日

月
知
事
を
お
迎
え
し
て
～
が

10
月
25
日
、
母
校
の
日
吉
台

小
体
育
館
で
開
催
。
こ
の
集

い
に
は
、
住
民
約
60
人
も
訪

れ
、
同
小
の
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
知
事
と
楽
し
く
語
ら
っ

た
。三

日
月
知
事
は
、
１
９
８

２
年
、
日
吉
台
小
開
校
と
と

も
に
5
年
生
か
ら
同
小
に
通

学
し
、
84
年
に
同
小
を
卒
業
。

衆
院
議
員
を
経
て
２
０
１
４

年
7
月
か
ら
県
知
事
を
務
め

る
。こ

の
日
の
「
よ
う
こ
そ
先

輩
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
三
日
月

知
事
は
「
日
吉
台
小
学
校
が

で
き
、
5
年
生
と
き
か
ら
こ

の
小
学
校
へ
通
っ
た
」
と
後

輩
た
ち
に
自
己
紹
介
。
こ
の

あ
と
三
日
月
知
事
は
、
子
ど

も
た
ち
に
〇
×
の
ク
イ
ズ

形
式
で
知
事
の
仕
事
や
滋
賀

県
の
県
行
政
、
姿
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
。
会
場
で

は
、
知
事
に
対
し
て
質
問
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
後
輩
た
ち

か
ら
「
会
社
勤
め
を
辞
め
、

な
ぜ
衆
院
議
員
や
知
事
に
な
っ

た
の
で
す
か
」
「
滋
賀
県
を

良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
」
な
ど
鋭
い

質
問
も
飛
び
出
し
、
会
場
の

父
母
た
ち
の
笑
い
を
誘
っ
て

い
た
。

こ
ど
も
園
事
業
者
公
募
に
２
法
人

年
内
・
事
業
者
決
定
へ

ようこそ先輩、三日月知事さん
コミュニティスクールで招く

日
吉
台
小

三
重
・
津
市
か
ら
視
察
研
修

学
区
空
き
家
対
策
事
業
な
ど

業
務
の
縮
小
が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
日
吉
台
支
所

こども園設置に向け解体工事が進めら

れる旧日吉台幼稚園

学区を訪れ研修する津市の視察団一行
後 輩 た ち の 前 で 講 演 す る 三 日 月 知 事
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日
吉
台
の
学
区
民
大
運
動

会
が

10
月

13
日
、
日
吉
台

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
た
。
参
加
者
ら
は
、
玉
入

れ
や
ジ
ャ
ン
ボ
ボ
ー
ル
送
り
、

男
女
混
合
リ
レ
ー
な
ど
次
々

と
行
わ
れ
る
競
技
に
秋
の
一

日
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
楽

し
ん
だ
。

運
動
会
当
日
は
、
台
風

19
号
の
影
響
の
雨
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

水
た
ま
り
状
態
。
早
朝
か
ら

役
員
総
出
で
、
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
を
使
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
を
行
い

1
時
間
遅
れ
で

開
会
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
競
技

最
初
の
玉
入
れ
で
は
、
頭
上

の
か
ご
に
思
う
よ
う
に
球
が

入
ら
ず
四
苦
八
苦
す
る
高
齢

者
の
姿
も
。
競
技
が
進
む
に

つ
れ
青
空
も
広
が
っ
た
が
、

台
風
の
余
波
の
強
風
が
時
折

吹
き
、
各
丁
役
員
ら
が
グ
ラ

ン
ド
に
張
っ
た
テ
ン
ト
の
足

を
支
え
る
光
景
も
み
ら
れ
た
。

運
動
会
の
最
後
を
締
め
く
く

る
男
女
混
合
対
抗
リ
レ
ー
。

こ
の
競
技
次
第
で
、
総
合
順

位
が
決
ま
る
と
あ
っ
て
各
丁

の
応
援
合
戦
は
最
高
潮
。
声

を
振
り
絞
っ
て
声
援
を
送
り
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
順
位

に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
。

坂
本
の
歴
史
で
講
座

三
丁
目
東
お
も
ろ
い
会

（
中
野
義
勝
代
表
）
の
「
三

ち
ょ
っ
と
講
座
・
坂
本
の
歴

史
に
つ
い
て
」
が
11
月
17

日
、
午
後
1
時
半
、
三
丁

目
東
集
会
所
で
開
か
れ
る
。

講
師
は
、
四
丁
目
東
在
住

で
、
坂
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
梶
谷
五
洋
さ
ん
。
講

座
で
は
、
梶
谷
さ
ん
が
「
坂

本
の
歴
史
・
そ
の
魅
力
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
比
叡

山
・
延
暦
寺
の
門
前
町
と
し

て
琵
琶
湖
の
水
運
を
利
用
し

て
栄
え
た
町
、
坂
本
の
歴
史

や
町
の
魅
力
に
つ
い
て
講
演

す
る
。
参
加
費
は
コ
ー
ヒ
ー

代
込
み
２
０
０
円
。
定
員

35
人
。
参
加
希
望
は
、
３
ー

８
ー
３
、
中
野
義
勝
さ
ん

（
５
７
９
ー
６
０
０
２
）
ま

で
。

三
東
お
も
ろ
い
会

ジャ ン ボボ ー ル運 び に懸 命 の参 加 者た ち

チームの勝利をめざして力走する小学生リレーチーム

日
吉
台
学
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
文
化
事
業
部
主
催
の

「
第
６
回
日
吉
台
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
12
月
１
日
、
午
後
２

曲
も
発
表
し
て
い
る
。

演
奏
演
目
は
、
「
平
家
物

語
」
よ
り
、
「
祇
園
精
舎
」
、

「
敦
盛
」
、
「
巴
御
前
」
～

木
曾
義
仲
の
最
期
「
粟
津
の

露
」
よ
り
～
、
小
泉
八
雲

「
怪
談
」
よ
り
「
雪
お
ん
な
」

な
ど
。

入
場
料
は
５
百
円
（
小
学

生
は
無
料
、
但
し
整
理
券
が

必
要
）
。
入
場
券
は
日
吉
台

商
店
街
に
あ
る
「
あ
じ
さ
い

く
ら
ぶ
」
で
、
11
月
15
日
か

ら
11
月
29
日
の
期
間
中
、
火

曜
日
と
金
曜
日
の
午
前
11
時

か
ら
午
後
3
時
の
間
で
販
売

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
岡
田

英
治
さ
ん
（
０
９
０
ー
７
３

５
９
ー
２
８
１
２
）
ま
で
。

時
半
、
筑
前
琵
琶
奏
者
、
川

村
旭
芳
さ
ん
を
招
い
て
日
吉

台
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

で
開
か
れ
る
。
日
吉
台
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
音
楽
文
化
が
あ

ふ
れ
る
日
吉
台
の
ま
ち
を
め

ざ
し
て
同
文
化
事
業
部
と
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
が
開
催
、

今
回
６
回
目
で
初
の
邦
楽
コ

ン
サ
ー
ト
な
る
。
「
祇
園
精

舎
の
鐘
の
声

諸
行
無
常
の

響
き
あ
り
」
。
筑
前
琵
琶
奏

者
の
川
村
さ
ん
が
、
来
場
者

を
幽
玄
の
世
界
へ
と
い
ざ
な

い
ま
す
。

川
村
さ
ん
は
、
神
戸
市
出

身
。
８
歳
の
こ
ろ
筑
前
琵
琶

日
本
旭
会
総
師
範
、
二
代
目

柴
田
旭
堂
師
に
師
事
。
現
在
、

同
旭
堂
会
師
範
を
務
め
古
典

の
琵
琶
曲
を
継
承
し
な
が
ら

創
作
活
動
に
も
取
り
組
み
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
追
悼

学
区
住
民
の
文
化
、
芸
術

活
動
を
一
堂
に
紹
介
す
る
第

35
回
日
吉
台
学
区
文
化
祭

（
学
区
文
化
祭
実
行
委
、
日

吉
台
公
民
館
主
催
）
が
10
月

25
日
か
ら
27
日
ま
で
の
3
日

間
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
や

会
議
室
な
ど
に
設
営
し
た
展

示
会
場
に
は
、
生
け
花
、
絵

画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
、

俳
画
が
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
住
民
ら
が
日
ご

ろ
の
精
進
、
丹
精
込
め
た
労

作
が
ず
ら
り
。
最
終
日
の
27

日
は
、
大
会
議
室
で
発
表
会

が
あ
り
、
民
謡
、
尺
八
、
器

楽
演
奏
、
合
唱
、
日
本
舞
踊

な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
、
訪
れ
た
人
ら
は
、

次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
演

技
に
喝
采
、
芸
術
の
秋
を
満

喫
し
て
い
た
。

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

主
催
の
「
ず
っ
と

も
っ
と

住
み
続
け
た
い

日
吉
台
」

を
め
ざ
す
第
４
回
勉
強
会
が

11
月
26
日
午
後
７
時
半
、
日

吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
第
１
、

第
２
会
議
室
で
開
催
さ
れ
る
。

第
4
回
勉
強
会
は
「
い
ざ

と
い
う
と
き
大
丈
夫
で
す
か
？
」

が
テ
ー
マ
。
１
丁
目
南
在
住

の
行
政
書
士
、
森
永
勝
博
さ

ん
が
「
相
続
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
ー
問
題
点
と
対
応
に

つ
い
て
」
、
4
丁
目
西
在
住

の
1
級
建
築
施
工
管
理
技
士

の
粟
津
広
之
さ
ん
が
「
も
し

も
の
時
の
防
災
リ
フ
ォ
ー
ム

１
・
２
・
３
」
と
題
し
そ
れ

ぞ
れ
講
演
す
る
。

入
場
は
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
、
空
き
家
対
策
委
事
務

局
長
の
濱
崎
さ
ん
（
０
９
０
ー

０
５
３
ー
５
４
５
５
）
ま
で
。

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
学
区
文

化
祭

第 6回日吉台コンサート
12 月 1 日

開催

第 35 回学区文化祭開催

相
続
、
リ
フ
ォ
ー
ム
等
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

空
き
家
対
策
勉
強
会
開
催

専
門
家
が
教
え
ま
す

筑

前

琵

琶

奏

者

の

川

村

旭

芳

さ

ん


